
吉野 弘の詩 第8回

朗読コンクール開催！

主催 / 富士市　　企画運営 / 吉野弘のこころを詠む実行委員会
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後援／富士市教育委員会・青葉台地区まちづくり協議会　　　協賛／ 船村興産倉庫㈱・㈱ダイワ・エム・ティ　富士山吉原ロータリークラブ・㈱田子の月

朗読コンクール参加者募集
■ 募集期間 2025年 9月16日（火） ～ 10月15日（水）必着 

■ 審査方法 録音データによる一次審査 

■ 応募方法 
　・課題作品　一般「ある高さ」  / 学生「雲と空と」  / ジュニア「つくし」
　・日本語での原文朗読。複数による群読やＢＧＭ・効果音の使用は不可
　・作品の冒頭に「応募者の氏名」と「作品名」を録音 
　・ ①webフォームから申し込み
　　②申込書と録音媒体を郵便小包または宅配便（配達記録のわかるもの）にて送付。
　　（送料各自負担） ※「吉野弘朗読コンクール」係あて
　・録音データはMP3またはm4aでご応募ください。

■ 応募資格 
　 特になし。プロ・アマ問わず
　 2026年1月17日に富士市の会場に来られる方

■ 応募申込み・審査結果
　 応募申込み・審査結果はこちらから ▶
　　https://www.city.fuji.shizuoka.jp/1005330000/p006969.html

　　 審査結果は 11月5日（水）に発表します。

吉野 弘（1926～2014） profile
1926年、山形県酒田市生まれ。詩人。帝国石油勤務、コピーライターを経て文筆
業に携わる。1952年、「詩学」に「爪」、「I was born」を投稿し新人に推薦される。
その後「櫂」同人参加。1957年「消息」を刊行し注目を集める。他、詩集に、『感傷
旅行』（読売文学賞）、『自然渋滞』など。代表作に「祝婚歌」「奈々子に」「虹の足」
「夕焼け」「生命は」がある。晩年を“富士山の見えるまち”富士市で過ごす。没後11年。

富士市では、吉野 弘さんの「日常の生活から生まれる優しい言葉」を多くの市民に
知っていただきたいと、様々な活動を行っています。
生誕100年並びに13回忌を迎える今年度、第8回目の特別大会を開催します。

SPECIAL GUEST

俳優・朗読座主宰紺野 美沙子
慶應義塾大学文学部卒。俳優として活
躍する傍ら、ＵＮＤＰ親善大使としても
27 年に渡り活動した。2010 年秋から
「紺野美沙子の朗読座」を主宰。ＮＨＫ
エフエム「音楽遊覧飛行」案内役を担当。
元祖スー女としても知られ横綱審議委
員である。

吉野 弘 生誕100年・
13回忌特別大会
吉野 弘 生誕100年・
13回忌特別大会
吉野 弘 生誕100年・
13回忌特別大会

場所：富士市文化会館ロゼシアター　小ホール　
開場：13:00　開演：13:30　 入場無料（要 整理券）決勝大会

入場整理券は12月1日（月）からロゼシアター、各地区まちづくりセンター、中央図書館、富士市役所シティプロモーション課にて配布予定。（詳細はwebサイトにてお知らせします）

2026年1月17日（土）



吉野 弘のこころを詠む

決勝大会 概要

朗読コンクール

■ 注意事項 
・指定範囲外の朗読や応募書類等の不備、雑音・二重録音など録音状態 の悪い作品については、応募を無効、もしくは審査の対象外とする場合があります
　のでご了承ください。
・応募作品の返却は致しません。また、紛失、未着等の責任は負いかねますのでご了承ください。

■ その他 
・決勝大会に出場された方は、市や実行委員会の公式SNS、当事業を取り上げる報道（新聞、テレビ）に写真や動画が掲載される場合がありますので、
　ご了承ください。掲載によるいかなるトラブルも当委員会は責任を負いません。
・ご提供いただいた個人情報は、当コンクールの実施および当委員会の事業ご案内、 各種連絡の目的にのみ使用します。

応募書類の送付先・問合せ

アドレス：
https://www.city.fuji.shizuoka.jp/shisei/
c2102/yosinohirosi-roudoku.html

日　程

入場整理券は12月1日（月）からロゼシアター、各地区まちづくりセンター、中央図書館、富士市役所シティプロモーション課にて配布予定。
（詳細はwebサイトにてお知らせします）

2026年1月17日（土）開場 13:00

（時間は前後する場合があります）

録音データを応募する 一次審査
審査委員、来場のお客様
の審査で優勝者決定

2026年1月17日の
決勝大会に出場

本コンクールは吉野弘の詩を読んでもらい、その読み方や感情表現などを審査するコンクール形式です。
一次審査は録音データで審査です。
一次審査に合格した参加者の方は、富士市で開催する決勝大会に出場できます。

審査委員 審査委員長   富士市長　小長井義正
副委員長　　富士市教育長　太田 桂 他
特別審査員  紺野美沙子

13:30   コンクール開始
16:15   紺野美沙子特別講演
16:50   表彰式

応募申込み
審査結果は
こちらから

場　所 富士ロゼシアター小ホール

部門 ①一般の部
　決勝大会への進出人数  12名 
②学生の部（中高生） 
　決勝大会への進出人数  8名
③ジュニアの部（小学生以下）  
　決勝大会への進出人数  8名

・一般の部　　　優勝　賞金　 　　　  5万円、副賞
・学生の部　　　優勝　図書カード　1万円分、副賞
・ジュニアの部　優勝　図書カード　1万円分、副賞

富士市役所シティプロモーション課（市庁舎8階北側）

住所：〒417-8601 静岡県富士市永田町1-100
電話：0545-55-2958　FAX：0545-51-1456
「吉野弘朗読コンクール」係

so-citypro@div.city.fuji.shizuoka.jp
応募申込み・審査結果はこちらから▶

choku3@gmail.com
【 朗読に関すること 】


